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はじめに 

 

 

 財団法人日本自転車普及協会 自転車文化センター 
 

  

私ども自転車文化センターは、（財）日本自転車普及協会が昭和５６年５月に、東京都港区赤

坂１－９－３にある自転車会館３号館の２階・３階に、当時我が国で初めて設置した自転車に関

する総合情報提供施設である。 

以来、自転車に関する図書や現物などの資料の収集と保存、自転車をテーマとする企画催事の

開催など、その時々の社会における自転車に対するニーズを意識しつつ、自転車文化の普及啓発

に微力ながら努めてきた。 

平成１４年度に活動の拠点を「科学技術館」（東京都千代田区北の丸公園２－１）２階に移し、 

現在「自転車文化センター情報室」「北ノ丸サイクル」「自転車広場」の３つの展示室を運営して

来館者の皆様への展示紹介や質問・お問合せへの対応に加え、テレビ・新聞・雑誌・出版社等、

報道機関からの取材や広報活動にあたっている。 

  

 このたびの平成２３年度・自転車文化センター調査研究報告書は、当センターの学芸員である

谷田貝一男ならびに村山吾郎の両名が、日々の事業を通じて感じた、社会における自転車を取り

巻く現状に対する疑問や課題を解決する糸口を探ると共に、当センターが社会教育施設たる博物

館類似施設として自転車をテーマとする学芸活動を行なうにあたり、未来を担う青少年の育成に

寄与するプログラムの提供や、広く社会に自転車文化の普及啓発という観点で貢献することを目

指して取り組んだものである。 

 

 もとよりふたりを中心とする当センターの限られた範囲での取り組みゆえ、足らざるところや

至らぬところが多々あるかとは思うが、多少とも読者諸兄姉のお役に立つことができれば望外の

喜びである。 

またご一読頂いたあかつきには、どうか賢明なる読者諸兄姉のご意見・ご批判を頂いた上で、

微力ながらさらに当センターの活動の質を高めて行くことができれば幸いである。 

 

最後になるが、本調査研究のために取材協力・資料提供にご協力頂いた関係各位にこの場を借

りてあらためて御礼を申し上げると共に、本調査研究のために競輪補助事業による支援をして下

さった（財）ＪＫＡ補助事業グループならびに競輪ファンと関係者各位に、心より感謝して結び

としたい。 

 

 

平成２４年３月 

 


